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手外科って 
なんですか？

小
寒
の
頃
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
２
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（C

O
V

ID
-1

9
:

以
下

コ
ロ
ナ
）
に
明
け
、コ
ロ
ナ
に
暮
れ
た
１
年

で
し
た
。

 
２
０
２
２
年
1
月
か
ら
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

B
A

.1/B
A

.2

の
第
6
波
が
、
夏
に
は

オ
ミ
ク
ロ
ン
株B

A
.4/B

A
.5

の
第
７
波

が
始
ま
り
、
第
７
波
感
染
が
収
ま
ら
な

い
う
ち
に
第
８
波
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
２
０
２
２
年
は
２
5
０
０
万

人
以
上
が
コ
ロ
ナ
に
な
り
3
万
人
以
上

が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
の
人
口
動
態
統
計
を
見

る
と
、日
本
で
は
約
1
4
9
万
人
が
コ
ロ

ナ
に
罹
患
し
総
死
亡
の
約
1
％
に
当
た
る

1
万
4
千
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
悪
性
新
生
物
（
癌
）
に
よ
る
死

亡
は
40
〜
80
歳
代
の
各
年
代
の
死
因
の

第
1
位
で
総
死
亡
の
約
25
％
を
占
め
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
受
診
控
え
に
よ
り

早
期
癌
の
発
見
が
低
下
し
た
と
の
報
告

も
あ
り
ま
す
。
当
然
な
が
ら
心
疾
患
・

脳
血
管
疾
患
や
コ
ロ
ナ
以
外
の
肺
炎
も

主
要
な
死
因
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
コ
ロ
ナ
拡
大
の
最
中
で
も
こ
れ
ら

の
重
要
な
疾
患
の
診
療
を
並
行
し
て
続

け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、石
橋
総
合
病
院

職
員
一
同
初
心
に
立
ち
返
り
レ
ベ
ル
の

高
い
安
全
な
医
療
を
提
供
し
、地
域
医

療
を
支
え
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

院
長
　
三
室 

淳

地
域
医
療
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、
レ
ベ
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物を使う、コミュニケーションをとる、情報
を得る… 私たちの生活において欠かすこと
ができない 「手」 今回はそんな手の疾患を
担当する「手外科」 についてご紹介します
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小
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頃
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
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ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
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申
し
上

げ
ま
す
。
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て
、
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０
２
２
年
は
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型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
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ス
感
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O
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ID
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9
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以
下

コ
ロ
ナ
）
に
明
け
、コ
ロ
ナ
に
暮
れ
た
１
年

で
し
た
。

 

２
０
２
２
年
1
月
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は
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ミ
ク
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ン
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の
第
6
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が
、
夏
に
は
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ま
り
、
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感
染
が
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ま
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な
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に
第
８
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、
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3
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。
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の
人
口
動
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統
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を
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る
と
、日
本
で
は
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4
9
万
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が
コ
ロ
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に
罹
患
し
総
死
亡
の
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1
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に
当
た
る
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万
4
千
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
悪
性
新
生
物
（
癌
）
に
よ
る
死

亡
は
40
〜
80
歳
代
の
各
年
代
の
死
因
の

第
1
位
で
総
死
亡
の
約
25
％
を
占
め
ま

す
。
コ
ロ
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禍
で
は
受
診
控
え
に
よ
り

早
期
癌
の
発
見
が
低
下
し
た
と
の
報
告

も
あ
り
ま
す
。
当
然
な
が
ら
心
疾
患
・

脳
血
管
疾
患
や
コ
ロ
ナ
以
外
の
肺
炎
も

主
要
な
死
因
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
コ
ロ
ナ
拡
大
の
最
中
で
も
こ
れ
ら

の
重
要
な
疾
患
の
診
療
を
並
行
し
て
続

け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、石
橋
総
合
病
院

職
員
一
同
初
心
に
立
ち
返
り
レ
ベ
ル
の

高
い
安
全
な
医
療
を
提
供
し
、地
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医

療
を
支
え
て
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り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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手
外
科
っ
て 

な
ん
で
す
か
？

私
た
ち
ヒ
ト
は
２
本
足
で
大
地
を
歩
き
、

両
手
を
自
由
自
在
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
大
き
く
進
化
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
道

具
を
使
う
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
・
物

の
温
度
や
形
な
ど
の
情
報
を
得
る
な
ど
、
朝

起
き
て
か
ら
夜
寝
る
ま
で
、
私
た
ち
は
常
に
手

を
使
っ
て
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

な
ん
ら
か
の
病
気
や
外
傷
に
よ
っ
て
手
の
動
き

に
障
害
が
出
る
と
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
ヒ
ト
の
行
動
と
密
接
に
関
係
す
る
手
、

具
体
的
に
は
腕
か
ら
指
先
ま
で
の
病
気
や
外

傷
の
治
療
を
担
当
す
る
の
が
私
た
ち
手て

げ

か
外
科

で
す
。

手
は
「
第
２
の
脳
」
と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど
と

て
も
繊
細
で
、
整
形
外
科
の
中
で
も
特
別
な

知
識
や
技
術
が
必
要
に
な
る
分
野
で
す
。
当

院
で
は
、
２
０
１
９
年
に
一
般
社
団
法
人
し
も

つ
け
上
肢
の
外
科
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
ま

し
た
。
外
来
で
の
診
療
や
入
院
を
伴
う
手
術
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も
に
、
上

肢
の
外
科
治
療
技
術
の
向
上
と
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

手
の
ケ
ガ
、
慢
性
的
な
痛
み
、
し
び
れ
、

む
く
み
、
変
形
な
ど
で
お
困
り
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
是
非
一
度
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

監
修
：
石
橋
総
合
病
院
整
形
外
科
部
長
　
安
食 

孝
士

原人 旧人 新人

直立二足歩行をはじめ、手を使い始めた
（手を使うために二足歩行をはじめた説もある）

猿人

400万年前 約 160万年前 約 20万年前 約 4万年前

ア
ウ
ス
ト
ラ

ロ
ピ
テ
ク
ス

ペ
キ
ン
原
人
な
ど

ネ
ア
ン
デ
ル

タ
ー
ル
人
な
ど

ク
ロ
マ
ニ
ヨ
ン
人
な
ど

手
や
指
先
は「
第
２
の
脳
」と
も 

呼
ば
れ
る
繊
細
な
器
官

安
あ じ き  た か し

食孝士
石橋総合病院整形外科部
長。手の外科、マイクロサー
ジャリーを専門分野とする。
自治医科大学卒。
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石橋総合病院を受診される方の症状は以下のようなものがあります。
些細な違和感や痛みがある場合でも放っておくと、重症化する
可能性もありますので早めに受診をすることが大切になります。

どんな症状のときに受診するの？

骨折・脱臼・切断・欠損・
ヤケドなどの外傷

手や指が痛くて家事や
仕事、スポーツができない

指の曲げ伸ばしでひっかかり
がある（違和感がある）

手のひらにしびれが出る

親指のつけ根に痛みがある

手首をひねると手首に
痛みが出る

手指のケガの後に痛みや
腫れが続いている
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身
近
な
手
の
疾
患

手
を
使
い
す
ぎ
て
腱
鞘
炎
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
！
と
い
う
話
は
よ
く
聞
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
近
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
過
ぎ
で
、

指
を
酷
使
し
痛
み
や
変
形
が
生
じ
る
「
ス
マ
ホ

指
」
と
い
う
病
名
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た

40
代
・
50
代
に
な
り
、
手
が
痛
く
な
っ
た
り
、

こ
わ
ば
っ
た
り
、
し
び
れ
た
り
と
言
っ
た
症
状

手
の
病
気
の
中
で
も
最
も
馴
染
み
の
あ

る
病
気
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。
腱
鞘
と

は
曲
げ
た
り
伸
ば
し
た
り
広
げ
た
り

す
る
腱
を
包
み
、
腱
が
ス
ム
ー
ズ
に
動

く
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
組
織
で

す
。
こ
の
腱
鞘
は
使
い
す
ぎ
る
と
厚
み

が
出
て
し
ま
い
（
肥
厚
）、
ス
ム
ー
ズ

に
動
け
ず
に
腱
と
擦
れ
る
こ
と
で
痛
み

が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

代
表
的
な
も
の
で
は
、
親
指
側
の
手
首

に
あ
る
腱
鞘
に
発
症
す
る
「
ド
ケ
ル
バ

ン
病
」、
指
の
腱
鞘
に
発
症
す
る
「
ば

ね
指
（
弾
発
指
）」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

手
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
神
経
で
あ
る

正
中
神
経
が
手
根
管
と
い
う
ト
ン
ネ
ル

内
で
圧
迫
さ
れ
た
状
態
で
す
。
そ
れ
に

手
首
（
手
関
節
）
の
運
動
が
加
わ
っ
て

手
根
管
症
候
群
は
生
じ
ま
す
。
初
期
に

は
人
差
し
指
と
中
指
に
し
び
れ
や
痛
み

が
で
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
親
指
か
ら

薬
指
の
半
分
の
3
本
半
が
し
び
れ
（
正

中
神
経
の
支
配
領
域
）、
親
指
と
人
差

し
指
で
O
K
サ
イ
ン
が
で
き
な
く
な

り
、
細
か
い
も
の
が
つ
ま
め
な
く
な
り

ま
す
。
し
び
れ
や
痛
み
は
明
け
方
に
強

い
の
が
特
徴
で
す
。

指
の
第
1
関
節
が
変
形
し
曲
が
っ
て
し

ま
う
疾
患
（
変
形
性
関
節
症
）
で
す
。

第
1
関
節
の
背
側
の
中
央
に
2
つ
の
コ

ブ
（
結
節
）
が
で
き
る
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
第
1
関
節
の
動
き
が
悪
く
な
り
、

痛
み
を
伴
う
こ
と
で
、
強
く
握
る
こ
と

が
困
難
に
な
り
ま
す
。
第
1
関
節
の
近

く
に
水
ぶ
く
れ
の
よ
う
な
透
き
通
っ
た

で
っ
ぱ
り
（
ミ
ュ
ー
カ
ス
シ
ス
ト
）
が
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

局
所
の
安
静
（
固
定
も
含
む
）
や

投
薬
、
局
所
の
テ
ー
ピ
ン
グ
、
少

量
の
関
節
内
ス
テ
ロ
イ
ド
注
射
な
ど

の
保
存
療
法
を
と
り
ま
す
。
保
存

的
療
法
で
痛
み
が
改
善
し
な
い
と

き
や
変
形
が
ひ
ど
く
な
り
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
場
合
は
、
手

術
を
行
い
ま
す
。

薬
や
注
射
な
ど
の
保
存
療
法
を
と

り
、
治
ら
な
い
場
合
は
手
術
を
行

い
ま
す
。

多
く
が
原
因
不
明
（
特
発
性
）
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
腱
鞘
炎
と
同
じ
く
、

女
性
ホ
ル
モ
ン
が
乱
れ
る
こ
と
で
腱
鞘

が
む
く
み
、
手
根
管
の
内
部
か
ら
の
圧

力
が
上
が
っ
て
正
中
神
経
が
圧
迫
さ

れ
、症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

を
経
験
さ
れ
る
女
性
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
最
近
で
は
手
の
ト
ラ
ブ
ル
と
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
関
係
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
ん
な
手
に
関
係
す
る
代
表
的
な
疾

患
の
中
か
ら
、
当
院
の
外
来
診
療
で
相
談
の
多

い
疾
患
を
３
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

手
根
管
症
候
群

へ
バ
ー
デ
ン
結
節

腱
鞘
炎

け
ん
し
ょ
う
え
ん

し
ゅ
こ
ん
か
ん
し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

け
っ
せ
つ

正中神経

横手根靭帯

手根管

正常な指

ヘバーデン結節

治
療
法

治
療
法

一
般
に
40
歳
代
以
降
の
女
性
に
多
く

発
生
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も
女
性
ホ
ル

モ
ン
で
あ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
減
少

が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

原
因

治
療
法

原
因

多
く
が
原
因
不
明（
特
発
性
）と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、腱
鞘
炎
と
同
じ

く
、女
性
ホ
ル
モ
ン
が
乱
れ
る
こ
と

で
腱
鞘
が
む
く
み
、手
根
管
の
内
部

か
ら
の
圧
力
が
上
が
っ
て
正
中
神
経

が
圧
迫
さ
れ
、症
状
が
現
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

原
因

軽
症
の
場
合
は
湿
布
や
固
定
、
ス
テ
ロ
イ
ド
注
射
な

ど
の
保
存
療
法
を
と
り
、
治
ら
な
い
場
合
は
手
術
を

行
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
長
時
間
使
用
、
テ

ニ
ス
や
野
球
、
ゴ
ル
フ
な
ど
の
グ
リ
ッ
プ
や
ボ
ー
ル

を
握
る
、
打
つ
、
投
げ
る
と
い
っ
た
動
作
等
で
、
指

や
手
首
に
負
担
を
か
け
す
ぎ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
更
年
期
の
女
性
や
妊
産
婦
に
多
い

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
」
と
い
う
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
減
少
す
る
こ
と
で
、

手
指
の
関
節
や
腱
の
周
囲
に
あ
る
滑
膜
組
織
に
炎

症
が
お
き
、
手
首
や
指
の
痛
み
が
引
き
起
こ
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ドケルバン病

ばね指

だ
ん
ば
つ
し

ばね現象第一関節の
腫れ・痛み バネがはじけるように

指が急に伸びる「ばね現象」が！

屈筋腱
指を曲げ伸ばしする腱

靭帯性腱鞘

腱鞘

長母指外転筋腱

短母指伸筋腱

親指を広げる働きをする腱

親指を伸ばす働きをする腱 手首の親指側に
腫れ・痛み

指の付け根に
腫れ・痛み

指の付け根が痛む
指を開こうとすると…

圧迫された
偏平な神経

人差し指から小指にかけて
第一関節が赤く腫れたり
曲がってしまうことも
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身
近
な
手
の
疾
患

手
を
使
い
す
ぎ
て
腱
鞘
炎
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
！
と
い
う
話
は
よ
く
聞
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
近
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
過
ぎ
で
、

指
を
酷
使
し
痛
み
や
変
形
が
生
じ
る
「
ス
マ
ホ

指
」
と
い
う
病
名
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た

40
代
・
50
代
に
な
り
、
手
が
痛
く
な
っ
た
り
、

こ
わ
ば
っ
た
り
、
し
び
れ
た
り
と
言
っ
た
症
状

手
の
病
気
の
中
で
も
最
も
馴
染
み
の
あ

る
病
気
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。
腱
鞘
と

は
曲
げ
た
り
伸
ば
し
た
り
広
げ
た
り

す
る
腱
を
包
み
、
腱
が
ス
ム
ー
ズ
に
動

く
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
組
織
で

す
。
こ
の
腱
鞘
は
使
い
す
ぎ
る
と
厚
み

が
出
て
し
ま
い
（
肥
厚
）、
ス
ム
ー
ズ

に
動
け
ず
に
腱
と
擦
れ
る
こ
と
で
痛
み

が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

代
表
的
な
も
の
で
は
、
親
指
側
の
手
首

に
あ
る
腱
鞘
に
発
症
す
る
「
ド
ケ
ル
バ

ン
病
」、
指
の
腱
鞘
に
発
症
す
る
「
ば

ね
指
（
弾
発
指
）」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

手
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
神
経
で
あ
る

正
中
神
経
が
手
根
管
と
い
う
ト
ン
ネ
ル

内
で
圧
迫
さ
れ
た
状
態
で
す
。
そ
れ
に

手
首
（
手
関
節
）
の
運
動
が
加
わ
っ
て

手
根
管
症
候
群
は
生
じ
ま
す
。
初
期
に

は
人
差
し
指
と
中
指
に
し
び
れ
や
痛
み

が
で
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
親
指
か
ら

薬
指
の
半
分
の
3
本
半
が
し
び
れ
（
正

中
神
経
の
支
配
領
域
）、
親
指
と
人
差

し
指
で
O
K
サ
イ
ン
が
で
き
な
く
な

り
、
細
か
い
も
の
が
つ
ま
め
な
く
な
り

ま
す
。
し
び
れ
や
痛
み
は
明
け
方
に
強

い
の
が
特
徴
で
す
。

指
の
第
1
関
節
が
変
形
し
曲
が
っ
て
し

ま
う
疾
患
（
変
形
性
関
節
症
）
で
す
。

第
1
関
節
の
背
側
の
中
央
に
2
つ
の
コ

ブ
（
結
節
）
が
で
き
る
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
第
1
関
節
の
動
き
が
悪
く
な
り
、

痛
み
を
伴
う
こ
と
で
、
強
く
握
る
こ
と

が
困
難
に
な
り
ま
す
。
第
1
関
節
の
近

く
に
水
ぶ
く
れ
の
よ
う
な
透
き
通
っ
た

で
っ
ぱ
り
（
ミ
ュ
ー
カ
ス
シ
ス
ト
）
が
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

局
所
の
安
静
（
固
定
も
含
む
）
や

投
薬
、
局
所
の
テ
ー
ピ
ン
グ
、
少

量
の
関
節
内
ス
テ
ロ
イ
ド
注
射
な
ど

の
保
存
療
法
を
と
り
ま
す
。
保
存

的
療
法
で
痛
み
が
改
善
し
な
い
と

き
や
変
形
が
ひ
ど
く
な
り
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
場
合
は
、
手

術
を
行
い
ま
す
。

薬
や
注
射
な
ど
の
保
存
療
法
を
と

り
、
治
ら
な
い
場
合
は
手
術
を
行

い
ま
す
。

多
く
が
原
因
不
明
（
特
発
性
）
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
腱
鞘
炎
と
同
じ
く
、

女
性
ホ
ル
モ
ン
が
乱
れ
る
こ
と
で
腱
鞘

が
む
く
み
、
手
根
管
の
内
部
か
ら
の
圧

力
が
上
が
っ
て
正
中
神
経
が
圧
迫
さ

れ
、症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

を
経
験
さ
れ
る
女
性
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
最
近
で
は
手
の
ト
ラ
ブ
ル
と
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
関
係
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
ん
な
手
に
関
係
す
る
代
表
的
な
疾

患
の
中
か
ら
、
当
院
の
外
来
診
療
で
相
談
の
多

い
疾
患
を
３
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

手
根
管
症
候
群

へ
バ
ー
デ
ン
結
節

腱
鞘
炎

け
ん
し
ょ
う
え
ん

し
ゅ
こ
ん
か
ん
し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

け
っ
せ
つ

正中神経

横手根靭帯

手根管

正常な指

ヘバーデン結節

治
療
法

治
療
法

一
般
に
40
歳
代
以
降
の
女
性
に
多
く

発
生
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も
女
性
ホ
ル

モ
ン
で
あ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
減
少

が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

原
因

治
療
法

原
因

多
く
が
原
因
不
明（
特
発
性
）と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、腱
鞘
炎
と
同
じ

く
、女
性
ホ
ル
モ
ン
が
乱
れ
る
こ
と

で
腱
鞘
が
む
く
み
、手
根
管
の
内
部

か
ら
の
圧
力
が
上
が
っ
て
正
中
神
経

が
圧
迫
さ
れ
、症
状
が
現
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

原
因

軽
症
の
場
合
は
湿
布
や
固
定
、
ス
テ
ロ
イ
ド
注
射
な

ど
の
保
存
療
法
を
と
り
、
治
ら
な
い
場
合
は
手
術
を

行
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
長
時
間
使
用
、
テ

ニ
ス
や
野
球
、
ゴ
ル
フ
な
ど
の
グ
リ
ッ
プ
や
ボ
ー
ル

を
握
る
、
打
つ
、
投
げ
る
と
い
っ
た
動
作
等
で
、
指

や
手
首
に
負
担
を
か
け
す
ぎ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
更
年
期
の
女
性
や
妊
産
婦
に
多
い

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
」
と
い
う
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
減
少
す
る
こ
と
で
、

手
指
の
関
節
や
腱
の
周
囲
に
あ
る
滑
膜
組
織
に
炎

症
が
お
き
、
手
首
や
指
の
痛
み
が
引
き
起
こ
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ドケルバン病

ばね指

だ
ん
ば
つ
し

ばね現象第一関節の
腫れ・痛み バネがはじけるように

指が急に伸びる「ばね現象」が！

屈筋腱
指を曲げ伸ばしする腱

靭帯性腱鞘

腱鞘

長母指外転筋腱

短母指伸筋腱

親指を広げる働きをする腱

親指を伸ばす働きをする腱 手首の親指側に
腫れ・痛み

指の付け根に
腫れ・痛み

指の付け根が痛む
指を開こうとすると…

圧迫された
偏平な神経

人差し指から小指にかけて
第一関節が赤く腫れたり
曲がってしまうことも
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栃
木
県
内
で
手
外
科
専
門
医
を
持
っ
て
い
る
医
師
は

安
食
医
師
を
含
め
１６
人
と
ま
だ
ま
だ
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。（
令
和
５
年
１
月
現
在
）
当
院
は
手
外
科
専
門
医

を
研
修
す
る
た
め
の
「
日
本
手
外
科
学
会
認
定
研
修

施
設
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
食
医
師

は
専
門
医
を
育
成
す
る
指
導
医
の
資
格
を
持
っ
て
お

り
、
専
門
医
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

手
は
、
骨
・
腱
・
筋
肉
・
神
経
・
関
節
・
血
管
な
ど

多
く
の
組
織
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
で
、
複
雑
か
つ
高

度
な
動
き
が
で
き
ま
す
。
そ
の
構
造
に
精
通
し
て
い

な
け
れ
ば
、
機
能
を
再
建
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
手

術
で
別
の
組
織
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て

障
が
い
が
残
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
治
療
に
は
手
の
構
造
を
熟
知
し
た
専
門
医

が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。当
院
に
は
手
の
外
科
専
門
医
・

指
導
医
で
あ
る
安
食
孝
士
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
手

の
外
科
に
精
通
し
た
医
師
が
多
数
在
籍
し
て
お
り
、

日
々
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

石
橋
総
合
病
院

　手
外
科
担
当
医
の
紹
介

手
外
科
専
門
医
の

資
格
取
得
過
程

「
手
外
科
専
門
医
」
は
、
整
形
外
科
ま
た
は

形
成
外
科
専
門
医
の
中
の
手
外
科
診
断
・

治
療
に
関
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
す
。

※
そ
の
他

　手
外
科
す
べ
て
の
分
野
の
病
気
や

外
傷（
ケ
ガ
）に
つ
い
て
、学
会
で
定
め
ら
れ
た

基
準
を
満
た
し
た
診
断
・
治
療
に
携
わ
り
、手

外
科
関
係
の
学
会
で
発
表
し
、学
術
専
門
雑

誌
に
論
文
と
し
て
発
表
し
た
経
験
の
あ
る
こ
と

資格取得後も５年ごとに専門医としての能力の審査を受けるため、継続的な知識・技術の研鑽が必要

日本整形外科学会または
日本形成外科学会に入会
し、6年間の研修を受ける

整形外科または形成外科
の専門医試験に合格する

日本手外科学会に入会
し、5 年以上手外科に関
する研修を受ける※

手外科専門医資格に
合格する

※うち３年間は日本手外科学会認定研修施設で研修していること

STEP

1
STEP

2
STEP

3
STEP

4

石橋総合病院整形外科部長

安食 孝士
手の外科
マイクロサージャリー

自治医科大学

医学博士 / 日本整形
外科学会 専門医・指
導医/日本手外科学会 
専門医・指導医

石橋総合病院整形外科医長

萩原 秀
一般整形外科
手外科

山梨医科大学　

日本整形外科学会　
専門医

平成 3 年に自治医科大学を卒業し島根県でへき地

医療に従事した後、自治医科大学に18 年間勤務し

ました。石橋総合病院には平成 30 年から勤務して

います。患者さん一人ひとりの手を触れながら、お

困りの症状をじっくり聞かせていただいております。

（非常勤医師）飯島 裕生
肩関節、肘関節、
スポーツ整形外科

山形大学　

医学博士 /日本整形外科 
専門医日本体育協会 公認ド
クター /NPO 法人野球医療
サポート栃木 理事長 / 栃木
県サッカー協会 医事委員長

日常生活でお困りになる肩こり、五十肩から野球肩

などのスポーツ障害まで幅広く肩や肘の疾患を診療

しております。外来ではリハビリスタッフと協力して

運動療法を中心に治療にあたっています。お気軽に

外来を受診して頂ければと思います。

（非常勤医師）西頭 知宏
肩・肘関節外科

自治医科大学　

医学博士 /日本整形外科学
会 専門医 /リバース型人工
肩関節置換術講習修了

肩・肘関節外科を中心に診療を行っております。肩

や肘が痛くてお困りごとがありましたら、ささいなこと

でも構いませんのでご相談頂ければと思います。リ

ハビリを含めた保存療法から手術療法まで、幅広く

診療をしております。どうぞよろしくお願い致します。

腱鞘炎、ばね指や手根管症候群などの神経障害疾

患、関節疾患、手の外傷など多く患者さんが受診

されます。症状の改善に役立てるよう診療にあたっ

ています。

堀井 倫子
手外科

山形大学

日本整形外科学会　
専門医

生まれも育ちの宇都宮なので、栃木には愛着があ

ります。旅行や観劇などが大好きです。日々楽しみ

を見つけながら、仕事のやる気をアップさせてい

ます。

安藤 治朗
手の外科、四肢外傷

自治医科大学

日本整形外科学会　
専門医

手の外傷・疾患と上肢の骨折の治療を得意としてお

ります。最新の医療情報を患者さんと共有しながら、

患者さんの生活に合わせた最適な治療を行えるよう

に心がけて診療しております。よろしくお願いします。

いいじま ゆうきさいとう ともひろ

あんどう じろう ほりい  ともこ

はぎわら  すぐる あじき   たかし

専門分野

卒 業 校

資 格

専門分野

卒 業 校

資 格

専門分野

卒 業 校

資 格

専門分野

卒 業 校

資 格

専門分野

卒 業 校

資 格

専門分野

卒 業 校

資 格

手
外
科
専
門
医
っ
て
？

手
外
科
専
門
医
っ
て
？
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 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

午前

萩原 秀 安食 孝士 安食 孝士 萩原 秀 木村 敦 非常勤医

高橋 恒存 安藤 治朗 堀井 倫子 安藤 治朗 堀井 倫子 –

– 非常勤医師 鈴木 貴大 非常勤医師 高橋 恒存 –

午後   溝部 弘敬 
( 予約のみ )   

整形外科外来　担当医表

黄色が手外科担当医師（手外科以外の一般整形外科の診療も行っています）

栃
木
県
内
で
手
外
科
専
門
医
を
持
っ
て
い
る
医
師
は

安
食
医
師
を
含
め
１６
人
と
ま
だ
ま
だ
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。（
令
和
５
年
１
月
現
在
）
当
院
は
手
外
科
専
門
医

を
研
修
す
る
た
め
の
「
日
本
手
外
科
学
会
認
定
研
修

施
設
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
食
医
師

は
専
門
医
を
育
成
す
る
指
導
医
の
資
格
を
持
っ
て
お

り
、
専
門
医
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

手
は
、
骨
・
腱
・
筋
肉
・
神
経
・
関
節
・
血
管
な
ど

多
く
の
組
織
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
で
、
複
雑
か
つ
高

度
な
動
き
が
で
き
ま
す
。
そ
の
構
造
に
精
通
し
て
い

な
け
れ
ば
、
機
能
を
再
建
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
手

術
で
別
の
組
織
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て

障
が
い
が
残
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
治
療
に
は
手
の
構
造
を
熟
知
し
た
専
門
医

が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。当
院
に
は
手
の
外
科
専
門
医
・

指
導
医
で
あ
る
安
食
孝
士
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
手

の
外
科
に
精
通
し
た
医
師
が
多
数
在
籍
し
て
お
り
、

日
々
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

石
橋
総
合
病
院

　手
外
科
担
当
医
の
紹
介

手
外
科
専
門
医
の

資
格
取
得
過
程

「
手
外
科
専
門
医
」
は
、
整
形
外
科
ま
た
は

形
成
外
科
専
門
医
の
中
の
手
外
科
診
断
・

治
療
に
関
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
す
。

※

そ
の
他

　手
外
科
す
べ
て
の
分
野
の
病
気
や

外
傷（
ケ
ガ
）に
つ
い
て
、学
会
で
定
め
ら
れ
た

基
準
を
満
た
し
た
診
断
・
治
療
に
携
わ
り
、手

外
科
関
係
の
学
会
で
発
表
し
、学
術
専
門
雑

誌
に
論
文
と
し
て
発
表
し
た
経
験
の
あ
る
こ
と

資格取得後も５年ごとに専門医としての能力の審査を受けるため、継続的な知識・技術の研鑽が必要

日本整形外科学会または
日本形成外科学会に入会
し、6年間の研修を受ける

整形外科または形成外科
の専門医試験に合格する

日本手外科学会に入会
し、5 年以上手外科に関
する研修を受ける※

手外科専門医資格に
合格する

※うち３年間は日本手外科学会認定研修施設で研修していること

STEP

1
STEP

2
STEP

3
STEP

4

石橋総合病院整形外科部長

安食 孝士
手の外科
マイクロサージャリー

自治医科大学

医学博士 / 日本整形
外科学会 専門医・指
導医/日本手外科学会 
専門医・指導医

石橋総合病院整形外科医長

萩原 秀
一般整形外科
手外科

山梨医科大学　

日本整形外科学会　
専門医

平成 3 年に自治医科大学を卒業し島根県でへき地

医療に従事した後、自治医科大学に18 年間勤務し

ました。石橋総合病院には平成 30 年から勤務して

います。患者さん一人ひとりの手を触れながら、お

困りの症状をじっくり聞かせていただいております。

（非常勤医師）飯島 裕生
肩関節、肘関節、
スポーツ整形外科

山形大学　

医学博士 /日本整形外科 
専門医日本体育協会 公認ド
クター /NPO 法人野球医療
サポート栃木 理事長 / 栃木
県サッカー協会 医事委員長

日常生活でお困りになる肩こり、五十肩から野球肩

などのスポーツ障害まで幅広く肩や肘の疾患を診療

しております。外来ではリハビリスタッフと協力して

運動療法を中心に治療にあたっています。お気軽に

外来を受診して頂ければと思います。

（非常勤医師）西頭 知宏
肩・肘関節外科

自治医科大学　

医学博士 /日本整形外科学
会 専門医 /リバース型人工
肩関節置換術講習修了

肩・肘関節外科を中心に診療を行っております。肩

や肘が痛くてお困りごとがありましたら、ささいなこと

でも構いませんのでご相談頂ければと思います。リ

ハビリを含めた保存療法から手術療法まで、幅広く

診療をしております。どうぞよろしくお願い致します。

腱鞘炎、ばね指や手根管症候群などの神経障害疾

患、関節疾患、手の外傷など多く患者さんが受診

されます。症状の改善に役立てるよう診療にあたっ

ています。

堀井 倫子
手外科

山形大学

日本整形外科学会　
専門医

生まれも育ちの宇都宮なので、栃木には愛着があ

ります。旅行や観劇などが大好きです。日々楽しみ

を見つけながら、仕事のやる気をアップさせてい

ます。

安藤 治朗
手の外科、四肢外傷

自治医科大学

日本整形外科学会　
専門医

手の外傷・疾患と上肢の骨折の治療を得意としてお

ります。最新の医療情報を患者さんと共有しながら、

患者さんの生活に合わせた最適な治療を行えるよう

に心がけて診療しております。よろしくお願いします。

いいじま ゆうきさいとう ともひろ

あんどう じろう ほりい  ともこ

はぎわら  すぐる あじき   たかし

専門分野

卒 業 校

資 格

専門分野

卒 業 校

資 格

専門分野

卒 業 校

資 格

専門分野

卒 業 校

資 格

専門分野

卒 業 校

資 格

専門分野

卒 業 校

資 格

手
外
科
専
門
医
っ
て
？

手
外
科
専
門
医
っ
て
？
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教
え
て
！
シ
リ
ー
ズ

　

File.1 

地
域
連
携
部
に
は
看
護
師
２
名
、
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
４
名
、
事
務
員

３
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
他
の
医
療

機
関
へ
の
紹
介
や
施
設
入
所
の
た
め
の

情
報
交
換
、
介
護
保
険
の
利
用
に
関
し

て
の
相
談
、
障
害
者
福
祉
の
相
談
、
医

療
費
の
相
談
、
入
院
生
活
に
関
す
る
相

談
や
院
内
の
苦
情
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。
様
々
な
相
談
窓
口
と
し
て
皆
様

の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
聞
い
て
い
い
の
か
し
ら
」

と
考
え
ず
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

地域連携部は、地域住民の方々が安心して継続した

医療・介護を受けられるようにするための総合窓口です。

地域連携部さん

受付

正面玄関

地
域
連
携
部

待合

お
薬
受
付

コ
ン
ビ
ニ

地
域
連
携
部
の
場
所
は
、

１
F
お
薬
受
付
の

向
か
い
側
に
あ
り
ま
す
。

教えて！
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私たちと一緒に
働きませんか？

募
集
職
種

○ 看護師（常勤）

○ 介護員（常勤 / 非常勤） 

○ 医療事務（常勤）Tel. 0285-53-1134

採用情報
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受
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受
付

コ
ン
ビ
ニ

地
域
連
携
部
の
場
所
は
、

１
F
お
薬
受
付
の

向
か
い
側
に
あ
り
ま
す
。

教えて！

11 ｜　石橋総合病院広報誌 Link Vol.21

下野うどん草
そうあん

庵 090-1429-6580

所在地 下野市下長田１４６ 
下野市石橋農村環境改善センター内

営業時間 11: 00 ～ 14:00（L.O 14:00） 
定休日／月・火・水曜日　※祝日の場合は営業

◀︎ オレンジ色のとんがり屋根が目印。入口が２か所あり、右側は 

　 石橋農村環境改善センターで、左側が下野うどん草庵。

東
西
の
良
い
と
こ
ろ 

取
り
う
ど
ん

石
橋
総
合
病
院
か
ら
車
で
５

分
。
下
長
田
の
田
ん
ぼ
の
中

に
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
と
ん
が
り

屋
根
が
印
象
的
な
建
物
が
現
れ

る
。
下
野
う
ど
ん
草
庵
だ
。
地

産
地
消
、
天
然
素
材
に
こ
だ
わ
っ

た
麺
は
、
う
ど
ん
専
用
種
の
小

麦
「
さ
ぬ
き
の
夢
」
を
メ
イ
ン

に
、
栃
木
県
や
そ
の
他
の
選
り

す
ぐ
り
の
小
麦
粉
を
ブ
レ
ン
ド
し

た
1
0
0
％
国
産
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
、
も
ち
も
ち
と
し
た
食
感

に
定
評
が
あ
る
。

今
回
オ
ー
ダ
ー
し
た
の
は
、一

番
人
気
の
「
野
菜
天
ぶ
っ
か
け

（
8
5
0
円
）」
で
、出
汁
は
く
る▲ 野菜天ぶっかけ（850 円）とくるみ汁（＋１００円）

み
汁
（
＋
1
0
0
円
）を
選
択
。

も
の
の
10
分
も
し
な
い
う
ち
に
運

ば
れ
て
き
た
の
は
、
山
盛
り
の
て

ん
ぷ
ら
が
乗
っ
た
つ
や
つ
や
と
輝

く
う
ど
ん
だ
。
ま
ず
目
を
奪
わ

れ
る
の
が
、
6
種
類
も
盛
り
付

け
ら
れ
た
野
菜
の
て
ん
ぷ
ら
。
う

ど
ん
の
茹
で
上
が
り
に
合
わ
せ
て

揚
げ
た
て
の
状
態
で
提
供
さ
れ
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
大
き
く
存
在
感

が
あ
る
。
主
役
の
う
ど
ん
も
か

な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
、
空
腹
で

来
店
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
食
べ
き

れ
る
か
心
配
に
な
る
ほ
ど
だ
。

ま
ず
は
く
る
み
汁
を
い
た
だ
く

と
、
出
汁
の
う
ま
味
に
く
る
み
の

コ
ク
が
加
わ
っ
た
、
ほ
ん
の
り
甘

め
の
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
で
食
欲

が
そ
そ
ら
れ
る
。
化
学
調
味
料

を
一
切
使
用
し
な
い
、
店
主
の
こ

だ
わ
り
あ
っ
て
の
優
し
い
味
だ
。

う
ど
ん
は
、
評
判
通
り
ま
さ

に
「
も
ち
も
ち
」。
弾
力
の
あ
る

み
ず
み
ず
し
い
食
感
が
く
せ
に
な

る
。
四
国
出
身
の
店
主
が
「
西

日
本
と
東
日
本
で
は
食
の
好
み

が
異
な
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
人

が
食
べ
て
も
お
い
し
い
う
ど
ん
を

目
指
し
ま
し
た
」
と
語
る
よ
う

に
、
ま
さ
に
西
と
東
の
う
ど
ん

の
良
い
と
こ
ろ
取
り
の
よ
う
な
一

杯
だ
。
先
述
の
出
汁
も
醤
油
文

化
の
関
東
の
好
み
に
合
わ
せ
て
、

関
西
の
出
汁
文
化
と
の
か
け
合

わ
せ
で
調
合
し
て
い
る
そ
う
。
麺

の
ツ
ル
ッ
と
し
た
の
ど
越
し
の
良

さ
と
、
く
る
み
汁
の
後
引
く
う

ま
味
に
思
わ
ず
ど
ん
ど
ん
箸
が

進
み
、
あ
っ
と
い
う
間
に
食
べ
き
っ

て
し
ま
っ
た
。

今
回
は
冷
た
い
う
ど
ん
を
い
た

だ
い
た
が
、
寒
さ
が
本
格
的
な
今

の
時
期
は
温
か
な
か
け
う
ど
ん
や

つ
け
汁
う
ど
ん
も
お
す
す
め
だ
。

店
主
の
情
熱
が
感
じ
ら
れ
る
こ

だ
わ
り
の
う
ど
ん
で
、
身
も
心

も
き
っ
と
温
ま
る
は
ず
。
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石橋総合病院外来診療担当医表

外来診療担当医表は都合により休診、変更となることがあります。診療日時の詳細については
受診される前日までに院内掲示、お電話またはホームページのお知らせ等でご確認ください。

 （2023 年 1 月現在）

うどん屋力 石橋郵便局

石橋高校
JR
石
橋
駅

石橋
総合病院

古山小学校 ４65

足利銀行
ENEOS

旧 石橋
総合病院
旧 石橋
総合病院

医療法人社団友志会　石橋総合病院地域連携部
代　表

地域連携部直通

Tel.0285-53-1134  Fax.0285-53-3957
Tel.0285-53-1136　  Fax.0285-53-7799

（栃木県下野市下古山 1丁目15-4） 

広報誌に関するみなさまからのご意見・ご感想をぜひお聞かせください。
ishibashi-hp@yushikai.jp

曜日　　　科名
月 火 水 木 金 土

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前

内 科 （新患） ☆三好 祐顕 
☆三室 淳

☆林 ゆめ子
☆角田 卓也 ☆角田 卓也 ☆石川 尚子 ☆髙橋 諭 海野 健斗 ☆長 竜彦 ☆林 ゆめ子 池口 邦彦 ー ☆三好 祐顕

腎 臓 内 科 ー ー ー ー ー ☆藤田 和己 ー ー ー 長田 太助 
（第２ ・ ４） ー

消 化 器 ー ー ー ー ☆星野 孝文 ☆星野 孝文 ☆長 竜彦 ー ー ー ー

内 分 泌
（糖尿病 ・ 甲状腺）

☆笠井 貴久男
☆髙橋 諭 ー 大平 恵理子 ー ☆髙橋 諭

小飼 貴彦 小飼 貴彦 加藤 嘉奈子 ー ☆笠井 貴久男 ☆髙橋 諭 ー

リ ウ マ チ ー ー 新井 聡子 新井 聡子 ー ー ー ー ー ー ー

呼 吸 器 ☆三好 祐顕 ☆林 ゆめ子 
☆角田 卓也 ☆角田 卓也 ☆三好 祐顕 坪地 宏嘉 ー ー ☆林 ゆめ子 ☆角田 卓也 ☆林 ゆめ子 ー

循 環 器 ☆石川 尚子 ー 西村 芳興 ☆石川 尚子 大谷 賢一 ☆石川 尚子 原田 顕治 ー ー 小栗 淳 ー

脳 神 経 内 科 ー ー ー 小出 玲爾
（第 2･4） 澤田 幹雄 澤田 幹雄 ー ー 池口 邦彦 ー ー

血 液 内 科 ☆三室 淳 ― 大嶺　謙 ― ☆三室 淳 
海野 健斗 海野 健斗 ☆三室 淳 ー 伊藤 祥子 和泉 透 ー

外 科 ☆大塚 紳 ― ☆大塚 紳 
☆清水徹一郎 ― ☆清水徹一郎 ― ☆清水徹一郎 ― ☆大塚 紳 ― ー

整 形 外 科 ☆萩原 秀 
☆高橋 恒存

―
☆安食 孝士
☆安藤 治朗
非常勤医師

―
☆安食 孝士 
☆堀井 倫子 

鈴木 貴大

溝部 弘敬
（予約のみ）

☆萩原 秀 
☆安藤 治朗
非常勤医師

―
木村 敦 

☆堀井 倫子
☆高橋 恒存

―
非常勤医師
（下記参照）

＜ 専門外来 ＞
脊 椎 外 来 井上 泰一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ー

＜ 専門外来 ＞
骨 粗 鬆 症 外 来 ― ― ― ― ― ― ― 杉本 直哉 

（第１ ・ ３） ― ― ー

＜ 専門外来 ＞
ス ポ ー ツ 外 来 ・
肩 膝 関 節 外 来

― ☆高橋 恒存 
（膝関節） ― ― ― ― ― 飯島 裕生 

（肩関節） ―
飯島 裕生 
（肩関節）
（第２ ・ ４）

ー

脳 神 経 外 科 ― ☆髙橋 明 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

形 成 外 科 ― ― ― 森田 侑平 ― ― ― ― ― ― ー

泌 尿 器 科 ☆中野 一彦 ― ☆中野 一彦 ― 森田 辰男 亀井 潤 渡辺 美穂 
（第 1 ・ 3 ・ 5） ― 非常勤医師 ― ー

婦 人 科 ― ― 坂本 尚徳 ― ― ― ― ― ― ― ー

耳 鼻 咽 喉 科 ☆田中 利明 
非常勤医師 ☆田中 利明 ☆田中 利明 ― ☆田中 利明 ― 非常勤医師 非常勤医師 ☆田中 利明 ― ー

＜ 専門外来 ＞

嚥 下 外 来 
（ 完 全 予 約 制 ）

― ― ― ― ― ☆田中 利明 ― ― ― ― ー

＜ 専門外来 ＞
補 聴 外 来

（ 完 全 予 約 制 ）
非常勤医師 ☆田中 利明 ― ― ― ― ― ― ☆田中 利明 ☆田中 利明 ー

眼 科 ☆城山 朋子 ☆城山 朋子 ☆城山 朋子 ☆城山 朋子 ― ☆城山 朋子 ☆城山 朋子 ☆城山 朋子 白石 真 白石 真 ー

皮  膚  科 ― ― ー ― ― ― 塚田 鏡寿 ― ― 佐藤 篤子 ー

リハビリテーション科 ― ― ☆堀井 倫子 ― ― ― ☆高橋 恒存 ― ― ― ―

総 合 内 科 整 形 外 科

毎 週 土 曜 ☆ 三好 祐顕 第１土曜 西頭　知宏 第２土曜 木村　敦 第３土曜 西頭　知宏 第４土曜 ☆高橋　恒存 第５土曜 常勤医師

外
来
診
療

受
付
時
間

（左
記
以
外
）

■ 泌尿器科 午 前 8:30~11:00
■ 耳鼻咽喉科 【月】  午 後　 13:30~17:00

■ スポーツ外来 
　 肩膝関節外来

【月】  膝関節 13:30~16:00
【第 １・３・５ / 木】 肩関節 16:00~18:00

【第 2・4 / 木】 肩関節 13:30~18:00
【第2・4 / 金】  肩関節 13:30~17:00

■  嚥下外来
■  補聴外来

注） 土曜日の診療は、 内科 ・ 整形外科のみとなります。
※初診の方は受付終了３０分前までに受付を済ませて下さい。

土曜  午後 ・ 日曜 ・ 祝日・ 年末年始（12月30日〜1月3日）
※当日以外の予約変更は平日14時〜16時にお電話下さい

【土曜日診療担当医表】　
☆は常勤医師

月〜金
午前 8:30 〜 12:00
午後 13:30 〜 16:00

土 午前 8:30 〜 11:00

【休診日】 平日14:00〜19:00　土日祝 13:00〜19:00 ※ 現在面会制限中です【面会時間】

発
行

完全予約制完全予約制外来外来


